
兵庫県立大学
RREP2022年度生チーム

城の西エリアにおいて
SDGsに貢献する

地域プロジェクトの提案と実践

２０２４年２月３日（土）



私たちは兵庫県立大学の２年生です

「地域創生人材教育プログラム」
RREP（アールレップ）

〇色んな学部の人と
〇１年間１つの地域で
〇プロジェクトを実施

の活動を紹介

RREPって？

はじめまして！



姫路市の城の西エリアで
SDGsに貢献する地域プロジェクト

インタビューや地域活動の体験



見えてきた課題①

住み継がれる地域のための
世代間交流が少ない

地域の食と遊びを使って
多世代交流を図ろう！

プロジェクト①



プロジェクト①

食×遊びで
昔へタイムスリップ！

地域の食と遊びで多世代交流を図ろう！



プロジェクト

×

第21回

城西ウォークラリー



・昔駄菓子屋で売っていた「にくてん焼き」を現代風に再現
・127食販売して完売。駄菓子のくじ引きもしました！

遊び：昔遊びブース（体育館舞台）
・オリジナルゲーム「羽子板ダーツ」の作成
・その他、お手玉、けん玉、折り紙コーナー

食：にくてん焼き（駐輪場）



参加者の声

にくてん焼き

昔遊び

・城の西の文化に興味を持てた
・ブースがあって助かった
（楽しかったので）屋外でも実施希望

・（高齢の方）懐かしく美味しかった

・（若い方）初めて知ったけど美味しかった

ぜひ毎年開催してほしい！



見えてきた課題②

「ロス」（無駄）を減らす活動
知られていない

ごみを出さないマルシェ
イベントに参加。
SDGsゲームを作成。

プロジェクト②

プロジェクト③

グリーンロス（緑の無駄）
削減に向けた学生団体設立と
剪定イベントの実施



プロジェクト②

SDGsシミュレーションゲーム
城の西MIRAIクリエイター



マルシェイベント

・ごみを出さない
・地域のつながりを
アップデート

第２回に参加

第３回に向け
アップデート

ボードゲームに
着目





76%

20%

4% 興味を持った。

SDGsにつながる

行動をしたい

興味を持ったが、

SDGsにつながる

行動はしない

興味を持たなかっ

た

26%

42%

27%

5%
すごく身近に

感じた

身近に感じた

ふつう

あまり身近に

感じなかった

全く身近に感

じなかった

小学校での体験会

城西小学校の
３、６年生を対象に
ゲーム体験会を行った

ゲームを体験して
SDGsに興味を持ったか

城の西を身近に感じたか



76％

48%

48%

4% よく想像できた

想像できた

ふつう

あまり想像でき

なかった
全く想像できな

かった

25%

28%17%

30%

販売されたら

買いたい

貸し出しがあ

れば遊びたい

遊べるイベン

トがあれば参

加したい

教材にしてほ

しい

くるくる市に出展

SDGsにつながる行動が
想像できたか

またこのゲームで遊びたいか

教材化（30％）、販売（25％）、貸し出し（25％）
と利用希望が多数あった



プロジェクト③

GREEN LAB.の立ち上げ
剪定イベント

PARQUEST（パークエスト）



グリーンロスって？

公園の樹木管理において発生している無駄

〇グリーンロスの現状を知り
興味・関心を持ってもらいたい

〇グリーンロスを減らす取り組みへの参加促進
〇公園管理参加者の年齢層の幅を広げたい

・剪定後の枝葉や落ち葉は資源として再利用可能
・剪定方法が公園の立地と合っていない

循環型公園管理の仕方を広める
学生団体GREEN LAB.を立ち上げ



花と緑のガーデンフェアに
「GREEN LAB.」のブース
出展

「GREEN LAB.」のPRと
剪定体験の実施



剪定の様子

➡

第一部（午前）：10人

第二部（午後）：15人
→各部目標人数8人を達成！

参加者



参加者の声

剪定作業がより身近なものになった。
宣伝効果もあった。

アンケート（14人）結果

やっぱり緑が好き！楽しかった！

・約92％が剪定への理解ができたと回答

・約71％がGREEN LAB.に興味があると回答

高校生や先生から次の活動の問い合わせも



住み継がれる地域を
実現していく

ロスを減らす取り組みから
SDGsな活動を広めていく

SDGsの観点から



GREEN LAB.活動中です！

１年間のプロジェクトで

終わらせない

興味がある方、

一緒に活動してみませんか？

インスタ



ご清聴ありがとうございました。


